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山鹿中学校 学校便り第１４号「豊かな情操 逞しい心身 磨かれた知性」

好きです！山中 平成２９年２月２０日 文責：校長 池田幸春

本年度も残り１ヶ月となりました。厳しかった冬の寒さも少しずつ和らぎ春の訪れを
感じます。また、朝からは、卒業式の式歌「仰げば尊し」や「マイウエイ」の歌声が聞
こえ始めました。希望の春に向かって、もうひとがんばりです。

パラリンピアン花岡さんの生き方に学ぶ！
昨年夏のリオオリンピック・パラリンピックでの感動シーンが記憶に新しいところで

すが、次はいよいよ東京です。３年後に迫った大会の意義を学び、大会を盛り上げよう

と「東京オリパラムーブメント事業」が全国規模で展開されています。山鹿中もその指

定校となり、初めての取組として、パラリンピック車いすマラソン競技で、２度も入賞

された花岡伸和さんのお話を聞くことができました。１７歳の時に、バイク事故で下半

身が麻痺し、車いす生活を送っておられる花岡氏ですが、逆境に負けず様々な困難を乗

り越えてこられた経験からの言葉にたくさんの示唆をいただきました。

「目標を立てて、それを達成していく自分を褒めることを大切にしてほしい。自己肯

定感を貯金する」「今という時間の積み重ねが未来につながる」「準備をして望むとう

まくいく」「失ったものを数えるな。残されたものをいかせ」「当たり前のことを当たり

前に」「パラリンピックは身近な

もの。例えるなら、スイカ割り

やパン食い競争をもの凄いレベ

ルでやっている感じ」など、子

どもたちも共感しながら聞くこ

とがでました。

今後も、物の見方や考え方を

広げたり、生き方学ぶ機会をつ

くっていきたいと思います。

たくさんの方々に授業を参観いただきました
２月１７日（金）に、県内各地から１００名を超える先生方に来校いただき、授業の

様子を参観いただきました。まず、体育館で合唱部（１，２年生１７名）のおもてなし

の心にあふれた歌声に始まり、１年生の理科、国語、２年生の英語を中心に、子どもた

ちの頑張っている様子を実感いただいた

ところです。新たな時代に求められる「主

体的で対話的な深い学び」を目指し、こ

れからも研鑽に努めたいと思います。

なお、合唱部は、先の県アンサンブル

コンテストで見事１位に輝き、３月末に

福島県で開催される全国大会に出場しま

す。御声援そして御支援をよろしくお願

いいたします。

山鹿中学校ホームページの「学校生活」「学校便り」等を更新中です。ご覧下さい。


